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第１０３６回教育委員会会議録概要  

 

１ 日 時 平成２７年１２月２５日（金）午後１時００分～午後１時５５分  

 

２ 場 所 教育委員会室  

 

３ 出席者 森近教育長 吉井委員 清川委員 八田委員  

      北企画幹 古谷企画幹（学校教育） 穴吹企画幹（教育振興）  

 内田企画幹（高校改革）淵本企画幹（義務教育） 田中高校教育課長  

春日課長（学力向上） 渡辺生涯学習・文化財課長  

吉野スポーツ保健課長  

 

４ 議 題  

日程第１ 第３７号議案 福井県教育振興基本計画の策定について 

 

日程第２ 第３８号議案 福井県指定文化財の指定について  

 

 

５ 審議事項  

（１）開会宣告 午後１時００分  

 

（２）会議録署名人の指名 清川委員 八田委員  

 

（３）議事要録  

教育長    日程第１、第３７号議案を議題  

 

企画幹（教育振興） 資料に基づき説明  

 

清川委員   今後５年間の中で見直しはどの時期にやるのか。 

 

企画幹（教育振興） 教育委員会は毎年、前年度の実績について評価して発表することになって

いるので、その中で計画の実施状況を把握していく。計画の修正については、

必要があればということになる。  

 

吉井委員   定時制の昼間移行については、実際に行う時にはいろいろと問題が出てく  

るのではないか。今後５年間で実施するのか。  

 

教育長    これはそんなに先ではない。現状では昼間に通いたいが夜間しかないので

夜間に通っているなど、昼間への移行を希望する人が多いと聞いている。  

 

高校教育課長 現在、就労をしながら通っている生徒はほとんどいない。昼間に移行した

場合、教室の競合等は学校内の調整をしながら進めていけると考えている。  

 

清川委員   項目がたくさんあるが、優先順位はあるのか。年度が入っているものは、
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それを先に実施するという意味なのか。 

 

教育長    現在、予算要求中であるため年度が入っていない事業もあるが、多くは来

年度から取り組んでいきたい。来年度からできないものはできるだけ早くと

いうことで、現場のことも考えながら早く成果を出していきたい。  

 

清川委員   新聞に全国的にＩＣＴが活用されていないと出ていた。遠隔授業・研修シ

ステムを整備する学校が現在１校のところを１４８校に増やすという、かな

り高い目標となっているが、達成可能なのか。 

 

企画幹（教育振興） 会計検査で全国的に指摘があったと新聞に取り上げられていたのは、電子

黒板で各学校に文科省の補助で１台だけ整備しても使いづらいということ

で、あまり利用されていないというものである。今回整備するものは、教育

研究所と小学校と高校にテレビ会議システムを置いて、遠隔授業に使ったり、

教員の研修についても嶺南からわざわざ来なくても受講できる体制を整備

するなど有効に活用していきたい。  

 

八田委員   情報に関するリテラシーについて記載はあるのか。  

 

高校教育課長 高校では情報の授業があり、パワーポイント、エクセル、ワードを使って

いる。また、ネットで検索して調べることは今の生徒は慣れている。そこか

らどう資料を作っていけば、分かりやすく、相手に伝わる説明ができるかと

いうことを学んでいるが、これは教科での取組みということで、計画には記

載していない。 

 

清川委員   情報モラルを高校生のうちから教えないといけない。大学のレポートにも

コピペが多く、自分の考えが入っていないと聞く。 

 

高校教育課長 資料を作成する際、どういう部分をどのように引用したかを記載すること

や著作権についても情報の授業の中でモラルを教えている。 

 

教育長    第３７号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

 

        ――――原案どおり可決―――― 

 

教育長    日程第２、第３８号議案を議題  

 

生涯学習・文化財課長 資料に基づき説明  

 

清川委員   「鳥の子」の材料となる雁皮は県内に多く自生している植物なのか。 

 

生涯学習・文化財課長 昔は多く自生していたが、最近は減ってきており、岡山県のもの使ってい

る場合が多い。しかし、地域で原材料をまかなっていこうということで、県

内でも探した結果、敦賀半島や越前市で自生が確認され、その種を採取して

きて地域で育てる活動も保存会で実施していく予定である。  
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清川委員   オオキンレイカは京都府でも指定文化財に指定されているのか。  

 

生涯学習・文化財課長 京都府では絶滅したといわれており、県内にしか生息していない。県内で

は絶滅しないよう京都大学の指導を受けながら、地元の子ども達が種を採取

して苗を育てる活動を行っている。  

 

八田委員   薬用、食物、観賞用等、どのような利用方法があるのか。  

 

生涯学習・文化財課長 薬用となるかはわからないが、乱獲によって減っているのは、見栄えのす

る花をつけることから、園芸用にとられていると思われる。文化財指定がさ

れれば罰則規定があるため、乱獲に対しては抑止力が働くと考えている。 

 

教育長    第３８号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

 

        ――――原案どおり可決―――― 

 

 

教育長    本日の会議の終了を宣告 

 


